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「
授
業
が
生
き
る
」
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
研
修 

所
長 

田
中 

浩
三 

 
 
 
 
 
 
 
 

全
国
的
に
電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
導

入
す
る
学
校
が
急
速
に
増
え
て
い
る
（
例
え
ば
電
子
黒
板
で
は 

全
国
で
六
九
％
の
学
校
が
導
入
し
て
い
る
。
～
平
成
二
三
年
度
三
月
・
文
科
省
調
査
）。 

こ
の
よ
う
な
普
及
の
背
景
に
は
、「
学
習
指
導
要
領
」
に
お
け
る
各
教
科
等
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
等
、
教
育
の
情
報
化
の
充
実
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ

れ
に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
「
教
育
の
情
報
化
に
関
す
る
手
引
書
」（
文
科
省
）
で
は
、

教
科
等
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
具
体
的
な
指
導
事
例
等
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
今
年
度
に
な
っ
て
、
文
科
省
よ
り
「
教
育
の
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
～
二
一
世
紀
に

ふ
さ
わ
し
い
学
び
と
学
校
の
創
造
を
目
指
し
て
～
」
が
発
表
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
に

向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
（
例
え
ば
児
童
生
徒
一
人
に
情
報
端
末
一
台
を
！
）
の
教
育

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
こ
と
等
が
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。 

那
覇
市
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
年
度
九
月
よ

り
電
子
黒
板
が
中
学
校
全
教
室
と
小
学
校
六
学
年
教
室
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴

っ
て
、
授
業
に
お
け
る
電
子
黒
板
活
用
支
援
の
た
め
の
研
修
会
が
十
月
に
当
研
究
所

で
六
回
開
催
さ
れ
た
。 

今
回
の
研
修
会
で
は
、
電
子
黒
板
の
操
作
方
法
に
加
え
て
、
国
語
や
算
数
・
数
学

等
に
お
け
る
電
子
黒
板
（
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
含
む
）
を
活
用
し
た
授
業
実
践
に
つ
い

て
多
く
の
時
間
を
割
い
て
研
修
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
や
や
も
す
る
と
機
器
操
作

法
の
み
に
終
始
し
た
研
修
が
多
く
、
授
業
実
践
に
結
び
付
い
て
い
な
い
と
い
う
指
摘

も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
授
業
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か
」
と
い
う
視
点
で
の
研
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
変
革
で
あ
り
成
果

で
あ
っ
た
。 

そ
の
こ
と
は
、
本
研
修
を
終
え
て
の
受
講
者
感
想
に
も
表
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す

る
。 ○

様
々
な
活
用
例
を
見
せ
て
頂
き
、
「
こ
の
授
業
は
こ
れ
を
使
っ
て
み
よ
う
」 

等
、
色
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
浮
か
び
ま
し
た
。
教
師
・
生
徒
が
楽
し
ん
で
授 

 

業
を
す
る
た
め
に
便
利
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

○
文
法
等
教
え
る
場
合
、
重
い
ボ
ー
ド
を
持
ち
運
ば
な
く
て
も
電
子
黒
板
の
活 

用
で
簡
単
に
で
き
る
。
本
当
に
驚
き
で
す
。
ど
ん
ど
ん
使
い
た
い
。 

○
電
子
黒
板
を
利
用
し
た
ら
授
業
で
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
作
業
が
楽
に
で
き 

る
の
で
良
い
と
感
じ
た
。
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。 

○
機
械
は
苦
手
で
す
が
、
視
覚
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
授
業
に
興
味
を
持
っ 

て
く
れ
そ
う
な
の
で
活
用
し
た
い
。 

那
覇
市
で
は
今
年
度
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が
小
学
校
二
校
（
九
０
台
）
と
中
学

校
四
校
（
一
０
０
台
）
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
達
の
学
び
を

変
え
、
知
識
・
技
能
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
思
考
力
等
「
活
用
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
授
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
今
後
と
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
授
業
づ
く
り
を
支
援
し
、
授
業
改
善
等
に
寄
与
で
き
る
よ
う
研
修
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。 

 

 

   

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究所だより 
那覇市立教育研究所 那覇市金城 3－5－3 

Tel 917-3441  Fax 857-8681 
naha-c@naha-c.nahaken-okn.ed.jp 

所 長 田 中  浩 三 

●「教育研究員の実践的研究・研修を行い，教員の資質の向上を図り本市学校教育の充実に資する」ことを趣旨として、平成 26年度教育研究員の

募集が始まりました。平成 26年３月末現在、那覇市立幼稚園・小・中学校の職員で，教職経験３年以上の先生方が応募できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
       理論研究     研究内容の検討     検証授業      成果報告会 

第 102期【前期】 平成 26 年 4月 1日から６ケ月 

募集要項でお確かめください。※ 那覇市立教育研究所ＨＰ または Desknet’s に掲載 

第 103期【後期】 平成 26 年 10月 1日から６ケ月 

研
修
の
流
れ 

その他、多く
の研修や講座
があります。 

池田尚子 

村吉優子 山里 毅 

何度も原稿を書き直しましたが，自分の中で，論

立てや言葉の使い方について気になる個所がいく

つかありました。質疑応答の中で，自分が曖昧にし

ていた部分や，研究を通して明確にしていくべき部

分が見えてきました。 

「資料の活用」領域に変更してテーマ設定を

行い ICT が前より全面にでたように思います。

これからの理論研究では本や資料に触れて，研

究を充実させていきたいです。 

仮説を立て直し，「感想をもたせる手立て」「単元

を貫く言語活動」の両方の面から，「確かな読みの

力」に迫っていけるような内容にしていきたいと思

います。 

又吉めぐみ 

指導主事 

新里和也 

子ども達が、資料を効果的に活用すること、

問いを生み出す資料活用の工夫、どのタイミン

グでどの資料を提示すればどのような考えをも

つのか、この辺りをしっかり整理していきたい。 
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10 月 24 日（木），グループ研究②道徳グループの
代表授業と授業研究会が行われました。 

識名小  安田 浩哉 教諭（5 年） 
高良小  知念 誠  教諭（4 年） 
仲井真中 岸本 恵一 教諭（2 年） 
金城中  國仲ｼﾞｪﾆﾌｧｰ美佐紀 教諭（2 年） 

 
 
 

11／7(水) 

私達大人は，危険性やリスクなどを伝えること

は多いのですが，これからは，メリットとデメリ

ット知った上でどのように上手く活用していくか

ということを教えて行くことが大事だとわかりま

した。これからますます情報モラル教育は必要に

なってくると思います。（村吉） 

生徒は遊び半分の気持ち，軽い悪ふざけで行ったことが大変なこと

になるということを知らない。一つ一つ丁寧に教えていく必要がある

と感じた。ニュースや新聞など，携帯関係の事件を話題に取り入れ生

徒に丁寧に，教え考えさせていきたい。（山里） 

上地弘美 

ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 

10 月 15 日（火）中学校（国・社）  
10 月 16 日（水）中学校（数・理） 
10 月 17 日（木）中学校（英）小学校 
11 月 14 日（木）中学校（総合） 

教育研究所 

２F 会議室 

中既に関数の授業で活用していますが，知らなかった活用

方法もあり参考になりました。ノート指導と電子黒板の活用

方法など工夫が必要だと思いました。 

中作文指導に有用です。個人指導にも使えます。文化祭等

の映画作りなどにも利用したいです。 

平成２５年度「標 準 学 力 調 査」 

小学校 第 2 学年・第 4 学年で実施します  

これまで中学校の第 1 学年と第 2 学年で実施していた 
標準学力調査を 小学校でも実施いたします。11 月 5 日（火）
各学校の教頭先生に説明会を行いました。 
調査は 12 月 2 日（月）～13 日（金）の期間に実施し，委

託業者が回収します。 
2 月初旬に調査結果説明会とﾃﾞｰﾀの配布を予定しています。

児童一人一人の到達状況を把握し，適切な指導を行うための
資料として有効にご活用下さい。 

『 心に響く道徳教育の創造 』 

  横山利弘・他監修 三省堂 2010  

本書は、「心に響く道徳教育」を構

想し展開することから、教育活動全体

を見直し、豊かな人間性の育成を目指

したものである。道徳教育の関係者の

みならず、教科教育の関係者にも一読

を薦めたい。 

国立教育政策研究所  角屋重樹  

【三省堂 HP より】 

小電子黒板の様々な機能を学ぶことができて良かった。特

に書画カメラで児童のノートや作品をテレビに映し出して

比較できたので良かった。 

小現在デジタル教科書は使っていますが，その他の機能に

ついてはほとんど使っていません。今回の研修で紹介された

写真を数枚取り込んで比較したりなど是非授業でやってみ

たいと思いました。 

「演 劇 指 導 実 践 講 座」 
12 月 20 日（金）14：30～16：45 

自治会館 ２F 会議室 

講師 ：上江洲朝男 

（教育研究所指導主事） 

 

   
学芸会等の演劇指導に携わる小学校の先生方  

及び小・中学校の演劇指導，音読，朗読指導に 

興味のある先生方を対象に講座を行います。 

詳しくはデスクネッツでご確認下さい。 


